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金　　額 総　　計 摘 要
総　　益　　金
利　　　　　　　息
公債証書利息
手　　　数　　　料
為　　換　　打　　歩
国庫金取扱料
割　　引　　歩　　合
公債証書償還益
公債証書売買益
地金銀売買益
雑　　　　　　　益
前半季繰越高
83
金　　額
貸　方
総　　計
日本銀行貸借対照表
明治　年　月　日
借
Ii－一　一一
摘 要
定勘券行銀換
定
券
勘
行
銀
金
換
預
兇
　
　
定
金
々
勘
預
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出
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政
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政府法定貸上金
何　　　々
　国一債勘定一
国　　　債
　地金勘定
地　　　金
　他店勘定
他　店　貸
何　　　々
　未決算勘定
仮　受　金
仮　払　金
　所有物勘定
地　　 所
何　　　々
　株主勘定
資　本　金
何　　　々
　損益勘定
前半季繰越金
当半季利益金
　金銀勘定
金
内訳
　
貨
々
銀
　
金
何
計総
貸
金劉【合計
「
84
わが国財務諸表の生成に関する事例研究（久野）
からの日本銀行貸借対照表雛形（1056頁）も併
せて掲示する。それ以前の日本銀行半季実際
報告表の雛形は，この資料には収録されてい
ない。
　「其体裁自ラ区々二渉リ為メニ編成上紗カ
ラサル煩累ヲ免カレサルニ付明治十七年下半
季分ヨリ報告様式（略之）ヲ定メ準拠シテ調
製セシメ」（1302頁）。
　ただし，明治42年11月に制定の『計算規程』
・附則「伝票帳簿計算表書式」には，日本銀
行本店毎日実際報告表および日本銀行（何出
張所）毎月実際報告表の雛形がある（1116頁・
1117頁）。様式や科目等は，すべて，前掲の日
本銀行貸借対照表と同じである。
総
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85
　5．　日本勧業銀行：営業報告（皇菱芋碧頁月1鴉
　　甦範響糊）
　筆者（久野）の手許に，「日本勧業銀行営業
報告（自　第一期・明治三十年下半期至　第十五期・明治三十七年下半期）がある。第一
期営業報告は，全文が当銀行のネーム入りの
用箋に毛筆で手書きしたものである。その他
は，すべて活版印刷である。
　ここでは，ひとまつ大きな節目となってい
る第五期（明治三十二年下半期）までの経緯に
ついて解析し，かっ，以降の事情に付言して
おこうと思、う。
　第一期営業報告（考課状）は，その末尾に，
本頁左側および次頁上段のような第一期貸借
対照表および第一期利益金配当金を提示して
いる。
　「半季実際報告」あるいは「資産負債表」
等の用語によらず「貸借対照表」としている
のは，明治26年7月の商法一部実施に伴い，
この商法用語によったものと思われる。なお，
この当時の普通銀行すなわち「銀行条例」
（明治二十四年一月施行）の適用をうける銀行
では，同条例の「雛形」に準拠し「第何期
資産負債表」としている。
　　「利益金配当金」は，内容からみて，　「損
益および利益処分（提示，ρr・P・sed）計算書」
であり，国立銀行の「半季利益金割合報告」
に相当する。なお，当時の普通銀行では，
損益表という名称である。なお，「銀行条例」
が明治32年3月に改正され，　「同施行細則」
が同年5月に改正されてからは，　「細則付属
雛形」に準拠し，　「損益計算書」と改称され
ることになり，「資産負債表」もこの時に「貸
借対照表」となるのである。
　ともに，国立銀行統一財務諸表の影響を強
くうけていることは，一目瞭然たるものがあ
る。
　なお，若干のコメントを付す。貸借対照表に
みえている当半期利益金7，502円75銭8厘は，
総益金（小計）69，613円33銭2厘と損失金（小
計）62，110円57銭4厘との差額であり，国立
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、
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書に構造上の変化はないが，「利益金配当金」
を「利益金配当案」と改称している。この
「損益および利益処分（提示，Proposed）計算
書」の末尾は，たしかに，処分（配当）案であ
るにはちがいないが，この結合計算書の全体
を指して「利益金配当案」と名づけるのは，
明らかに不適当である。
　第三期（明治三十一年下半期）では，「利益金
配当案」を「利益金分配案」と改称している。
どっちにしても，名称としては不適当である。
なお，「損失金」という総称を，この期に「総
損金」と改あている。　「総益金」に対応させ
た名称である。
銀行の場合の当半季利益金に相当する。「利益
金配当金」では，この当半期利益金7，502円75
銭8厘に処分財源としての政府補助金55，052
円38銭4厘を加えた処分可能利益金（62，555円
14銭2厘）を利益金と称し，これを損失補填準
備金，配当平均準備金および配当金に処分す
ることを提示し株主の承認を求あている。「貸
借対照表」の当半期利益金（7，502円75銭8厘）
と「利益金配当金」での利益金（62，555円14銭
2厘）とを，このように概念上区別し使い分
けているのである。
第二期（明治三十一年上半期）では，両報告
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わが国財務諸表の生成に関する事例研究（久野）
　第四期（明治三十二年上半期）に入ると，極
めて注目すべき改革がみられる。すなわち，
「損益および利益処分（提示，Pi－・P・sed）計算
書」の分岐（分離）であり，　「損益計算書」と
「利益金分配案」の登場である。すなわち，
前2頁のとおりである。
　第三期では，たまたま次期繰越利益が生じ
なかったからよかったようなものの，この次
期繰越利益（繰越された期からみれば前期繰越利
益という資本項目）があった場合，この決算書
の体制をとったとして，どこで報告するのか，
これは大問題である。
　そこで，第四期では「後半期繰越」4，224円
56銭7厘がみられるので，この銀行が，上記の
件にどう対応したかをみよう。前頁の第五営
業期の両報告書を注目されたい。この第五期
（明治三十二年下半期）で確立した財務諸表の
体系『・構造・様式は，そのまま，第十五期
（明治三十七年下半期）まで継承されている。
　第五営業期損益計算書は，総益金のグルー
プから画然と区別はしているが，前期繰越
4，224円56銭7厘（という資本項目，いうまでも
なく当期の収益ではない）を追計した上で，総
損金を差引き利益金126，717円56銭5厘を計
算・報告している。なお，貸借対照表では，
資本の部の末尾に，前期繰越4，224円56銭7
厘と当期利益金122，492円99銭8厘を並記し
ている・この当期利益金は，いうまでもなく，
総益金と総損金の差額である。これはこれで
よい。「利益金」が処分可能利益を示し，「当
期利益金」が当期の発生利益を示しているわ
けである・問題は・　この損益計算書に「総益
金」とともに並記されている「前期繰越」で
ある。前期繰越が損益項目ではなく，処分財
源の調整項目たる資本項目である以上，この
損益計算書は・本来の損益計算書ではない。
「損益および処分財源調整計算書」である。
「利益金」とあるのは，まさしく「当期未処
分利益」（未処分利益§剰余金）である。
　損益計算書の本来的あり方からいって，ま
た・第五営業期利益金分配案の様式との整合
関係からみても損益計算書からこの前期繰越
4・224円56銭7厘を除いて，当期利益金122，
492円99銭8厘を計算・報告した方がよい。
　なお・普通銀行の塘合で，「損益および利益
処分（提示）計算書」加，「損益計算書」（ただし，
前期繰越金をふくむ）と「準備金及利益ノ配当
二関スル書面」とに分岐（分離）するのは，実た，
大正五年六月省令第一十号による「銀行条例施
行細則」の附属雛形改正によってであったこ
とを・とくに付記する。詳細は，第三部での
べる。（未完・本稿は紙幅の関係で，本号と次号
とに分載されることになった）
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